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２ 地域拠点事業について

小児等在宅医療連携拠点事業の実施状況等

１ 全道事業について
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医療法人 稲生会（札幌圏域）
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１ 関係者の連携強化に向けた取組

主な
連携機関

・北海道立子ども総合医療・療育センター
・医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院
・国立病院機構 北海道医療センター
・その他札幌市内及び札幌市近郊の医療機関、訪問看護ステーション

連携内容

○医療的ケア児退院支援勉強会（随時開催）
開催頻度：年１回程度（令和８年１月頃開催予定）
検討内容：医療的ケア児の退院支援における連携について
事務局構成員（６名）
・北海道立子ども総合医療・療育センター（PT1名、看護師2名）
・医療法人稲生会（医師1名、看護師1名、MSW1名）

成果目標：連携期間における退院支援における課題について共有し、互いの実践を共有しあうことでより
質の高い支援を提供できるように学び合う場とする。

令和７年度（2025年度）取組状況【医療法人稲生会(地域拠点)】

２ 相談対応

ぴあサロン

概 要：既に子どもを亡くした医療的ケア児の母親に対し、グリーフケアの一環としてピアサ
ポートを行う場を提供するもの

開催方法：ホームページにより開催案内し、希望があれば日程調整の上、面談や電話、メール等
で実施（数ヶ月に１回程度開催）

医療的ケア児等
家族会運営の
後方支援

家族会のオンライン開催におけるセッティングなど、家族会運営に関する後方支援を実施

個別支援
小児等の家族に対し、きょうだい児支援や就学相談支援など、個々のニーズに合わせた支援を提
供（社会福祉士配置）

11
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医療法人 かしわのもり（十勝圏域）
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１ 関係者の連携強化に向けた取組

主な
連携機関

・帯広厚生病院（帯広市）
・帯広協会病院（帯広市）
・北斗病院（帯広市）
・更別村国民保険診療所（更別村）

・公立芽室病院（芽室町）
・さかい総合内科クリニック（帯広市）
・つがやす歯科医院（帯広市）
・北海道薬剤師会十勝支部（帯広市） 等

連携内容

○五感De運動会の開催
日 時：令和７年10月12日（日） 10：00～12：00
場 所：帯広畜産大学 体育館 （帯広市稲田町西2線11番地）
対 象：医療的ケア児とそのご家族
内 容：医療的ケア児と一緒にワクワクできるエアトラ障害物競争・応援合戦、こども縁日等

○研修会・シンポジウムの開催
日 時：令和７年10月22日（水） 18：30～20：00
場 所：幕別町百年記念ホール講堂 （幕別町字千住180）
内 容：みんなDeまなぶシンポジウム～自由・挑戦・選択を知ることが未来を変える～

制約・制限のある暮らしを見直し、未来を考える研修会として開催
登壇者：医療法人稲生会、関係者、当事者

○周知啓蒙目的のグッズ等の配布 ○ホームページ・Facebookの運営

令和７年度（2025年度）取組状況【かしわのもり(地域拠点)】

13

２ 患者・家族等への相談・助言

相談対応

【主な相談者】
○帯広市地域自立支援協議会への参加参加者等
○医療的ケア児等支援検討部会への参加者
○入学に向けた医療的ケア児に係るケア会議への参加者
○保育園・こども園入園に向けた支援随時相談

13
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旭川医科大学（上川中部圏域）
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１ 関係者の連携強化に向けた取組

主な
連携機関

・ＪＡ北海道厚生連旭川厚生病院 ・北海道療育園

連携内容

○支援者等への支援
医療的ケア児に関わる訪問看護師、学校看護師、事業所、訪問診療に携わる成人訪問医等とご家族を

対象とした各種講演会等の実施
（１）講演会の開催（年２回程度）

北海道医療的ケア児支援センターに係る講演等を実施
（２）医療的ケア実技講習会の開催（年２回程度）

内 容：気管切開の管理、経鼻胃管の管理、胃瘻の管理、救急蘇生に関する講義と実技等
講 師：旭川医科大学、旭川厚生病院、北海道療育園

（３）医療的ケア児支援者のための研修会（年１回程度）
座学・グループワークにより、支援者同士の情報交換及び関係構築を目的として開催

（４）来年度就学する医療的ケア児に対するカンファレンス及び実技講習
対 象：学校看護師、教員 等

○家族への支援
・医療的ケア児とその家族の交流会の開催（年２～３回程度）
旭川市障害福祉課が企画、旭川医大、旭川厚生病院、北海道療育園の医師及び市内の事業所管理者

がファシリテーターとなり開催
○学校看護師養成事業への参画
看護学科が取り組んでいる「医療的ケア児支援における指導的立場等の看護師養成事業」に参画し、

学校看護師の支援体制の構築等に取り組む
○医療的ケア児キャラクター「ココいる」の缶バッチ作成と配布
○医療的ケア児の周知活動（パネル写真展の開催等）

令和７年度（2025年度）取組状況【旭川医科大学(地域拠点)】
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２ 患者・家族等への相談・助言

相談対応

○旭川医科大学病院の患者総合サポートセンター、旭川厚生病院地域連携室のメディカルソーシャル
ワーカー、新生児退院調整看護により、在宅医療を必要とする小児の退院調整等を実施

○小児慢性特定疾病相談室、令和６年度新設した旭川市医療的ケア児等総合相談室と情報共有し相互
連携を図るほか、必要に応じて、保育園・学校等と情報共有などを実施 15
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函館厚生院 函館中央病院（南渡島圏域）
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１ 関係者の連携強化に向けた取組

主な
連携機関

・道南地域の医療機関および訪問看護ステーション、医療的ケア児等が利用する相談機関および児童発達
支援機関、特別支援学校、市町子ども・障がい保健福祉関連部署、教育委員会、教育機関、患者家族会、
障がい者自立支援協議会 等

連携内容

○実技講習会の開催（年２回程度）
・染色体異常のある子どもが生活する道南地域の市町において、当院看護師やソーシャルワーカーが出向
き、その地域の学校・医療機関・行政機関等を対象に、実技講習会を実施

・子どもと家族が地域に根付いて生活することができるためのお手伝いを行うほか、当事者や家族による
講演の場を作り、当事者の生活について理解を促進する機会とする

・また、地域の医療機関や福祉機関、学校等の職員や当事者等を対象に、小児在宅の医療的なケアや手技
に関する講習会も開催

○講演会の開催
・発達課題に帯する複合的な機能を有する施設を運営する小児科医を招き講演会を開催
・また、道南地域の複数の行政機関による取組を発表し合い、シンポジウム形式で意見交換を実施

○病院・施設視察、研究会への参加
・NICU退院先の一つと考えられる医療型福祉施設、連携先の北海道立こども総合医療・療育センター視察
・医療法人稲生会主催の研究会に参加し、連携強化と顔の見える関係性をつくり、今後のよりよい医療提
供や退院支援、道南での活動強化につなげる

令和７年度（2025年度）取組状況【函館中央病院(地域拠点)】
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２ 患者・家族等への相談・助言

連携内容

○普及に資する環境整備
院内こども子育て支援室に医療的ケア児や障がい児に関する書籍や絵本を補充設置し、対象者への情報提
供の機会とするとともに、当事者や他の子どもたち、その家族への読み聞かせ等を通して啓発活動を実施

○家族会開催、既存団体の活動への参加
・医療的ケア児や障がい児に関する家族会や相談会を開催。ピアサポートとなる場を創出し、家族の孤立
を防ぎ、ニーズ把握を通してよりよい医療の提供や地域資源の開発につなげる。

・アウトリーチ形式で相談対応ができる場を設置。こども秋まつり（※）において、啓発ブースを設置し、
啓発の場と横のつながりの場とする。

（※）こども秋まつり：入院中および通院中の子どもたちを対象とした職業体験や縁日コーナーを設置
→より近い距離で医療者とやりとりできる場をつくり、普段できない相談等に対応 17


